2014年度第三回役員会

2014年12月3日　作成
日　時：平成26年12月1日(月)　16：00～17：00

場　所：富岡公民館研修室

出席者：横溝　小西　松井　田中（洋）夛田　川田　渡邊　近田　佐々木　田中（宣）玉野　
　　　　松本（冨）(12名）
欠席者：村田　松本（く）国分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

議題

1、遊ねっとの今後の対応について
　横溝会長代行から遊ねっと分割について、趣旨説明がありました。
これまで会長が決まらず代行してきましたが、これを長く続けることは出来ません。次の方針で対処したいのでご協力ください。
　昨年から会長の円滑な交代を目指してきましたが、個人で会長を引き受ける方が出ませんでした。
　そこで、会長を各例会場持ち回りとし、今回は美浜例会場にお願いすることとしましたが、
例会長の松井さんから「美浜例会としては　会長は出せないその結果として遊ねっとが解散してもよい」との返事を頂きました。
　その後もお願いを続けましたが受けていただけませんでした。

　ついては例会長間で例会場を縮小することを考えましたが成功しませんでした。

　その背景は資産の遊ねっとへの移管が障壁にあると推察しました。

　本件については会則ではこのような事態を想定していません。収めた会費は返却しないとあり、
　その上、本会は会員の善意による協力を前提にしており、遊ねっとから離れる場合は資産を移管するのが当然と考える会員が多いようでした。

　
しかし、早期解決するためこれまでの経過を背景に11月17日各例会長間で打ち合わせ、下記の方針で進めることとしました。
　①　今後各例会は個別に行動する

　②　遊ねっとの名称は日の出例会が継承し、必要な手続きを行う

　③　資産の分割

　　1、現金資産は各例会で均等に配分する

　　　10月31日現在の残高を基準に各例会長間で精算する

　　2、機材は各例会に所属しているものを引き継ぐ
　④　ホームページは日の出例会が続ける

　⑤　研修会は主たる利用者が多い例会で決める

　⑥　その他個別の地域への約束、債務、債券は例会長の責任で解決する

　
施行日は12月1日とする

横溝会長代行の報告を役員一同了承、名残惜しい気持ちを残しつつ役員会は閉会しました。
以上
